
計
画
的
な
改
築
が
何

よ
り
重
要

鎌
倉
市
都
市
整
備
部
下
水

道
河
川
課
は
、
平
成
�
年
度

か
ら
�
年
度
ま
で
の
５
カ
年

を
計
画
期
間
と
す
る
「
鎌
倉

市
長
寿
命
化
計
画
マ
ン
ホ
ー

ル
蓋
編
（
鎌
倉
処
理
区
Ｉ
期

地
区
内
）」
を
策
定
し
、
計

画
的
に
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
の

改
築
・
更
新
を
行
っ
て
い

る
。同

課
の
田
沼
滋
哉
・
課
長

補
佐
兼
下
水
道
担
当
担
当
係

長
は
「
当
市
は
昭
和
�
年
か

ら
下
水
道
管
き
ょ
の
整
備
を

開
始
し
、
昭
和
�
年
に
は
鎌

倉
処
理
区
の
七
里
ガ
浜
浄
化

セ
ン
タ
ー
が
供
用
を
開
始

し
、
そ
こ
か
ら
実
質
的
に
公

共
下
水
道
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
平
成
５
年
に
は
大
船

処
理
区
の
山
崎
浄
化
セ
ン
タ

ー
が
運
転
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
鎌
倉
処
理
区
と
大
船
処

理
区
で
は
�
年
以
上
の
供
用

開
始
の
差
が
あ
り
ま
す
。
今

回
の
計
画
対
象
地
区
は
旧
市

内
と
言
わ
れ
る
鎌
倉
駅
を
中

心
と
す
る
地
域
で
、
最
も
古

く
か
ら
施
設
整
備
を
行
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
施
設
の
老

朽
化
が
目
立
っ
て
き
て
い
ま

し
た
」
と
事
業
の
背
景
と
計

画
対
象
地
区
の
概
要
を
紹
介

す
る
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
同

市
で
は
昭
和
�
年
代
後
半
か

ら
当
該
地
区
の
管
き
ょ
の
実

態
調
査
を
行
い
、
管
更
生
工

法
な
ど
を
活
用
し
て
改
築
・

修
繕
を
行
っ
て
き
た
が
、
マ

ン
ホ
ー
ル
ふ
た
に
つ
い
て
は

計
画
的
に
対
策
を
行
っ
て
い

な
か
っ
た
。

市
で
は
「
こ
れ
ま
で
も
日

常
の
点
検
で
異
常
が
あ
っ
た

ふ
た
や
管
更
生
を
行
う
の
と

同
時
に
ふ
た
を
交
換
し
た

り
、
舗
装
工
事
や
水
道
工
事

な
ど
で
も
老
朽
化
し
た
ふ
た

を
交
換
し
て
き
ま
し
た
が
、

計
画
的
に
交
換
を
行
っ
て
こ

な
か
っ
た
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
形
式
の
ふ
た
が
混
在
し
、

緊
急
輸
送
路
な
ど
に
お
い
て

も
鍵
が
つ
い
て
い
な
い
古
い

タ
イ
プ
が
散
見
さ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
集
中
的
か
つ

計
画
的
に
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た

の
改
築
・
更
新
を
行
う
た

め
、
長
寿
命
化
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ

た
が
割
れ
た
り
、
飛
散
す
る

と
大
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す

の
で
、
計
画
的
な
改
築
は
非

常
に
重
要
な
こ
と
だ
と
考
え

て
い
ま
す
」
と
計
画
策
定
の

経
緯
を
説
明
す
る
。

効
率
的
な
手
法
で
事

前
調
査
事
前
調
査

長
寿
命
化
計
画
の
策
定
に

あ
た
っ
て
は
、
鎌
倉
処
理
区

Ｉ
期
地
区
内
の
マ
ン
ホ
ー
ル

ふ
た
の
実
数
を
把
握
す
る
た

め
に
、
事
前
の
巡
視
調
査
を

行
い
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
の

位
置
や
分
布
を
確
認
し
た
。

事
前
調
査
に
つ
い
て
は

「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
や
カ
メ
ラ
な
ど
を

取
り
付
け
た
原
動
機
付
き
自

動
三
輪
車
を
走
ら
せ
て
マ
ン

ホ
ー
ル
ふ
た
の
位
置
を
確
認

し
現
地
画
像
か
ら
ふ
た
の
設

置
状
況
評
価
と
タ
イ
プ
を
特

定
す
る
手
法
を
使
い
ま
し

た
。
こ
の
手
法
を
使
え
ば
、

ふ
た
の
表
面
も
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
あ
る
程
度

ふ
た
の
年
代
も
特
定
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
」
と
話
す
。

地
区
内
の
路
線
に
は
、
５

４
７
２
枚
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ

た
が
あ
る
こ
と
が
把
握
で

き
、
そ
の
な
か
か
ら
特
に
緊

急
輸
送
路
な
ど
の
重
要
度
の

高
い
道
路
か
ら
４
０
０
枚
を

抽
出
し
て
、
�
年
度
に
実
際

に
ふ
た
を
開
け
て
目
視
調
査

を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、

�
・
５
％
に
あ
た
る
２
８
６

枚
が
標
準
耐
用
年
数
を
超
過

し
、
錠
機
能
や
蝶
番
機
能
、

浮
上
防
止
機
能
が
な
い
古
い

性
能
の
ふ
た
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

「
設
置
年
度
、摩
耗
度
合
、

ふ
た
の
裏
側
の
腐
食
度
合
な

ど
の
調
査
結
果
を
も
と
に
総

合
判
定
を
行
い
、
状
態
の
悪

い
Ａ
ラ
ン
ク
に
位
置
付
け
さ

れ
た
も
の
で
、
緊
急
輸
送
路

に
設
置
さ
れ
て
い
る
マ
ン
ホ

ー
ル
ふ
た
１
５
０
枚
を
優
先

的
に
交
換
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
�
年
度
は
	
枚
、



年
度
は
�
枚
交
換
し
て
い
ま

す
」。
残
り
の
１
３
６
枚
に

つ
い
て
は
、
要
経
過
観
察
と

し
て
適
時
市
の
単
独
事
業
、

次
期
長
寿
命
化
計
画
で
改
築

し
て
い
く
方
針
だ
と
い
う
。

交
換
す
る
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ

た
の
仕
様
に
つ
い
て
、
長
谷

川
知
弘
・
下
水
道
担
当
係
長

は
「
平
成
�
年
度
に
定
め
た

鎌
倉
市
下
水
道
鋳
鉄
マ
ン
ホ

ー
ル
蓋
性
能
仕
様
書
に
従
っ

て
い
ま
す
」
と
話
す
。
同
市

で
は
ス
リ
ッ
プ
防
止
タ
イ
プ

の
ふ
た
は
採
用
し
て
い
な
い

が
「
他
都
市
の
情
報
を
集
め

て
お
り
、
今
後
は
場
所
に
よ

っ
て
は
ノ
ン
ス
リ
ッ
プ
タ
イ

プ
の
ふ
た
の
採
用
も
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
説
明
す
る
。

交
換
に
つ
い
て
は
、
舗
装

へ
の
影
響
が
少
な
く
施
工
時

間
が
短
い
円
形
カ
ッ
タ
ー
工

法
で
受
枠
ご
と
は
ず
し
て
新

し
い
ふ
た
に
交
換
し
て
い

る
。
地
元
対
策
と
し
て
「
昼

間
は
交
通
量
が
多
く
交
通
阻

害
と
な
る
た
め
、
夜
間
工
事

で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
騒

音
の
出
る
舗
装
の
切
断
は
夜

間
で
も
早
い
時
間
に
行
う
よ

う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
」
と

紹
介
す
る
。

ま
た
、
調
査
し
た
４
０
０

枚
に
つ
い
て
は
、
１
枚
ご
と

に
鍵
の
形
状
や
が
た
つ
き
度

合
、
外
観
、
内
部
の
様
子
な

ど
�
項
目
を
記
載
し
た
管
理

シ
ー
ト
を
作
成
し
て
、
管
理

し
て
い
る
と
い
う
。

最
後
に
田
沼
課
長
補
佐
は

デ
ー
タ
整
理
に
つ
い
て
「
今

回
の
調
査
で
得
ら
れ
た
情
報

を
デ
ー
タ
化
し
た
よ
う
に
、

今
後
、
下
水
道
施
設
全
体
の

情
報
を
デ
ー
タ
化
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

う
す
る
こ
と
で
、
事
業
の
平

準
化
や
予
防
保
全
型
の
計
画

的
な
更
新
に
活
か
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
」
と
力
を
込
め

る
。な

お
、
同
課
で
は
下
水
道

工
事
の
必
要
性
や
下
水
道
へ

の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
マ

ン
ホ
ー
ル
取
替
工
事
な
ど
の

工
事
情
報
や
下
水
道
の
豆
知

識
な
ど
を
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
紹

介
し
て
い
る
。

―
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
の
改
築
・
更
新

に
お
け
る
課
題
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。本

田
専
門
官

今
般
下
水
道
法
が

改
正
さ
れ
、
下
水
道
施
設
の
維
持
修

繕
基
準
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
、
施
設
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め

の
維
持
管
理
・
更
新
が
重
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
に
つ

い
て
も
、
適
切
に
更
新
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

計
画
的
に
更
新
を
進
め
て
い
く
に

あ
た
っ
て
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
が

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
仕
様
や
設

置
時
期
な
ど
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

し
、
組
織
で
共
有
・
伝
承
す
る
と
と

も
に
、
効
率
的
な
更
新
計
画
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

―
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ

た
の
計
画
的
な
更

新
に
向
け
た
国
交

省
下
水
道
部
の
施

策
を
ご
紹
介
く
だ

さ
い
。

本
田

マ
ン
ホ

ー
ル
ふ
た
に
限
ら

ず
下
水
道
施
設
全

体
の
話
に
な
り
ま

す
が
、
平
成
�
年

度
の
下
水
道
事
業
予
算
で
「
下
水
道

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
制

度
」
を
概
算
要
求
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
現
行
の
「
下
水
道
長
寿
命
化

支
援
制
度
」
を
踏
襲
し
つ
つ
、
施
設

全
体
を
捉
え
た
マ
ク
ロ
な
視
点
で
の

効
率
的
な
維
持
管
理
・
更
新
事
業
を

支
援
す
る
制
度
へ
と
充
実
さ
せ
る
も

の
で
す
が
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
に
つ

い
て
も
、
引
き
続
き
財
政
支
援
の
対

象
と
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

―
今
後
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
に
期
待

す
る
こ
と
は
。

本
田

新
し
い
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た

の
開
発
が
進
む
中
で
、
防
災
性
の
向

上
と
併
せ
て
、
様
々
な
付
加
価
値
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
。
か
ほ
く
市
が
マ

ン
ホ
ー
ル
ふ
た
を
広
告
媒
体
と
し
て

企
業
な
ど
に
貸
し
出
す
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
て
、
昨
年
度
の
「
循
環

の
み
ち
下
水
道
賞
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
を
使
っ
て
観

光
や
商
店
街
の
活
性
化
に
役
立
て
る

と
と
も
に
、
下
水
道
に
関
す
る
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
素
晴
ら
し
い
取
り

組
み
で
す
。

ま
た
、
横
浜
市
で
実
施
し
て
い
る

横
浜
マ
リ
ノ
ス
や
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス

タ
ー
ズ
の
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
の

設
置
は
、
下
水
道
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
し
、
企
業
と

共
同
で
製
造
す
る
こ
と
で
費
用
が
安

く
な
る
場
合
も
あ
り
、
設
置
コ
ス
ト

削
減
に
も
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。最

近
は
マ
ン
ホ
ー
ル
サ
ミ
ッ
ト
な

ど
も
開
催
さ
れ
て
い
て
、
マ
ン
ホ
ー

ル
ふ
た
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま

す
。
以
前
、
広
報
の
専
門
家
と
意
見

交
換
を
す
る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、「
下
水
道
に
対
す
る
関
心
の
入

り
口
は
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
」
だ
と
仰

っ
て
い
ま
し
た
。
管
き
ょ
の
更
新
で

は
下
水
熱
利
用
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
が
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
は
地
域
活

性
化
や
下
水
道
を
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

さ
せ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
言

え
ま
す
。
国
の
財
政
支
援
を
活
用
し

な
が
ら
独
自
の
工
夫
を
さ
れ
つ
つ
、

効
果
的
な
事
業
を
実
現
し
て
頂
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

日本全国に設置されたマンホール

ふたの総数は約１４００万枚と言われて

いるが、年間に改築・更新されるマ

ンホールふたは約９万枚と、その更

新率は約０．６％にとどまっている。

車道部の標準耐用年数は１５年だが、

年々老朽化したふたが増加してお

り、アセットマネジメントを活用し

た的確な更新が求められている。

浸
水
対
策
、
長
寿
命

化
、
耐
震
化
に
重
点

兵
庫
県
南
東
部
に
位
置
す

る
西
宮
市
は
北
部
が
山
地

で
、
平
野
の
南
部
は
大
阪
湾

に
面
し
て
い
る
。
同
市
の
公

共
下
水
道
事
業
は
昭
和
�
年

に
着
手
し
、
行
政
区
域
の
約


％
に
当
た
る
５
５
８
５
ha

に
つ
い
て
、
３
処
理
区
（
西

宮
・
武
庫
川
上
流
・
武
庫
川

下
流
）
を
設
定
し
て
い
る
。

武
庫
川
上
流
処
理
区
（
９

４
９
ha
）
と
武
庫
川
下
流
処

理
区（
１
４
８
４
ha
）は
流
域

関
連
下
水
道
、
西
宮
処
理
区

（
３
１
５
２
ha
）は
単
独
公
共

下
水
道
で
整
備
し
て
お
り
、

下
水
道
人
口
普
及
率
は
ほ
ぼ

１
０
０
％
に
達
し
て
い
る
。

「
武
庫
川
上
流
処
理
区
と

武
庫
川
下
流
処
理
区
、
西
宮

処
理
区
の
北
部
地
域
は
分
流

式
、
先
に
整
備
に
着
手
し
た

西
宮
処
理
区
の
南
部
地
域
は

合
流
式
で
整
備
し
て
い
ま

す
。
平
成
�
年
度
末
の
管
渠

延
長
は
約
１
１
７
７
㌔
（
合

流
管
約
３
０
７
㌔
・
汚
水
管

約
６
９
４
㌔
・
雨
水
管
約
１

７
６
㌔
）
で
、
南
部
地
域
の

合
流
管
は
主
に
ヒ
ュ
ー
ム
管

を
採
用
し
て
い
ま
す
。
現
在

は
浸
水
対
策
や
長
寿
命
化
、

耐
震
化
に
重
点
を
置
い
て
い

ま
す
」
と
紹
介
す
る
の
は
、

橘
光
一
・
西
宮
市
上
下
水
道

局
下
水
道
部
下
水
整
備
課
建

設
保
全
チ
ー
ム
係
長
。

南
部
合
流
区
域
で
効

率
的
な
改
築
更
新
を

下
水
管
き
ょ
の
老
朽
化

は
、
主
に
南
部
合
流
区
域
で

進
ん
で
お
り
、
平
成
�
年
度

か
ら『
長
寿
命
化
計
画
』を
策

定
。
管
き
ょ
は
改
築
更
新
の

優
先
順
位
を
設
け
、
管
路
診

断
結
果
や
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

コ
ス
ト
な
ど
を
踏
ま
え
た
更

生
を
基
本
と
す
る
改
築
工

と
、修
繕
工
に
選
別
し
て
い

る
。「『

長
寿
命
化
計
画
』
の

策
定
に
際
し
、
緊
急
度
と
と

も
に
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

の
教
訓
を
踏
ま
え
、
耐
震
化

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特
に
塩
分
濃
度
の
高
い
不
明

水
が
認
め
ら
れ
る
管
き
ょ

は
、
改
築
優
先
度
を
高
く
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
平
成
�

年
度
か
ら
推
進
し
て
き
た

『
長
寿
命
化
計
画
』
が
今
年

度
末
で
終
了
し
、
来
年
度
か

ら
新
し
い『
長
寿
命
化
計
画
』

に
着
手
し
ま
す
。
新
計
画
で

は
、
南
部
合
流
区
域
の
全
て

の
施
設
を
対
象
に
、
テ
レ
ビ

カ
メ
ラ
調
査
な
ど
で
劣
化
診

断
を
精
査
し
、
効
率
的
な
改

築
更
新
や
修
繕
を
図
っ
て
い

き
ま
す
」（
橘
係
長
）

年
間
１
０
０
０
枚
目
標

に
ふ
た
を
取
り
替
え

一
方
、
同
市
内
に
約
５
万

３
０
０
０
枚
あ
る
と
さ
れ
る

マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
も
、
摩
耗

や
ガ
タ
ツ
キ
な
ど
の
老
朽
化

や
、
近
年
の
集
中
豪
雨
等
へ

の
対
応
と
し
て
合
流
管
に
求

め
ら
れ
る
浮
上
・
飛
散
防
止

機
能
の
不
足
へ
の
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
管
き
ょ
の
『
長
寿
命
化

計
画
』
と
併
せ
、
南
部
合
流

区
域
を
優
先
と
し
て
、
改
築

更
新
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

同
市
は
平
成
�
年
か
ら
浮
上

・
飛
散
防
止
型
機
能
を
有
す

る
ふ
た
を
採
用
し
て
い
る

が
、
昭
和
時
代
に
整
備
さ
れ

た
南
部
合
流
地
区
に
は
浮
上

・
飛
散
防
止
機
能
が
な
い
ふ

た
が
ま
だ
数
多
く
設
置
さ
れ

て
い
る
と
い
う
。

橘
係
長
は
「
マ
ン
ホ
ー
ル

ふ
た
は
道
路
舗
装
工
事
な
ど

と
併
行
し
て
実
施
す
る
更
新

工
事
と
合
計
で
、
年
間
約
１

０
０
０
枚
を
目
標
に
取
り
替

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
南
部

合
流
区
域
を
優
先
し
て
い
る

の
は
、
施
設
の
老
朽
化
や
機

能
不
足
等
へ
の
対
策
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
の
津
波
に
備
え
た
浸
水

も
考
慮
し
て
い
る
た
め
で

す
。
改
築
更
新（
長
寿
命
化
）

は
、
緊
急
度
の
高
い
順
に
着

工
し
て
い
ま
す
が
、
津
波
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
基
づ
く
浸

水
深
の
大
き
い
区
域
を
先
行

す
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま

す
」
と
説
明
す
る
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
奏

功
し
、
下
水
道
施
設
の
老
朽

化
が
原
因
と
さ
れ
る
道
路
陥

没
は
年
間
平
均
５
件
程
度

で
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
大

き
な
事
故
も
発
生
し
て
い
な

い
。絵

画
コ
ン
テ
ス
ト
の

グ
ラ
ン
プ
リ
を
ふ
た

の
デ
ザ
イ
ン
に

ま
た
、
同
市
は
平
成
�
年

度
か
ら
、
市
民
祭
り
と
同
時

開
催
さ
れ
る
絵
画
コ
ン
テ
ス

ト
の
グ
ラ
ン
プ
リ
作
品
を
、

マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
の
デ
ザ
イ

ン
に
利
用
し
、
市
役
所
周
辺

に
設
置
し
て
い
る
。

「
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
の
真

ん
中
に
絵
画
の
プ
レ
ー
ト
を

埋
め
込
ん
で
お
り
、
市
民
か

ら
の
評
判
も
上
々
で
、
歩
行

者
や
自
転
車
は
自
ず
と
避
け

て
通
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
下
水
道
の
Ｐ
Ｒ
や
マ
ン

ホ
ー
ル
ふ
た
の
機
能
維
持
な

ど
に
、
効
果
を
発
揮
し
て
い

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後

は
観
光
案
内
や
災
害
関
連
な

ど
の
広
報
に
も
活
用
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
」（
橘
係
長
）

マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
は
機
能

維
持
を
図
る
た
め
、
全
市
を

挙
げ
た
監
視
体
制
が
重
要
と

言
え
る
。
取
替

工
事
へ
の
住
民

の
協
力
も
不
可

欠
で
、
安
全
確

保
に
向
け
た
慎

重
さ
や
、
工
事

意
義
の
地
道
か

つ
丁
寧
な
説
明

も
求
め
ら
れ
て

い
る
。

最
後
に
、橘

係
長
は「
近
年

は
大
規
模
な
自

然
災
害
が
全
国

各
地
で
頻
発
し

て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
発
生

時
、
自
治
体
間

で
下
水
道
管
き

ょ
調
査
な
ど
を

相
互
応
援
す
る

体
制
が
整
っ
て

い
ま
す
。
そ
の

際
、
マ
ン
ホ
ー

ル
ふ
た
な
ど
の

開
閉
方
法
が
異
な
る
と
、
復

旧
の
遅
れ
に
つ
な
が
り
か
ね

ま
せ
ん
の
で
、
全
国
的
な
統

一
を
図
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
一
方
で
不
法
投
棄
や

テ
ロ
な
ど
を
防
止
す
る
た
め

の
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
の
開
発

な
ど
、
さ
ら
な
る
安
全
性
の

向
上
も
検
討
し
て
ほ
し
い
で

す
ね
」と
期
待
を
寄
せ
た
。

平
成
２５
年
度
に
長
寿
命

化
基
本
計
画
を
策
定

岐
阜
県
可
児
市
は
県
中
南

部
に
位
置
し
、
岐
阜
市
と
名

古
屋
市
か
ら
�
㌔
圏
内
に
あ

る
。
市
の
北
端
部
に
は
木
曽

川
、
中
央
部
に
は
東
西
に
流

れ
る
可
児
川
が
あ
り
、
豊
か

な
自
然
が
あ
ふ
れ
る
。
昭
和

	
年
代
か
ら
名
古
屋
市
の
ベ

ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
ま
ち
が

発
展
し
、
平
成


年
９
月
１

日
現
在
の
人
口
は
約
�
万
１

０
０
０
人
と
な
っ
て
い
る
。

可
児
市
下
水
道
課
は
、
平

成
�
年
度
に
将
来
を
見
据
え

て
下
水
道
長
寿
命
化
基
本
計

画
を
策
定
し
、
そ
れ
に
基
づ

い
て
�
年
度
に
下
水
道
長
寿

命
化
実
施
計
画
を
つ
く
り
、

マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
と
マ
ン
ホ

ー
ル
ポ
ン
プ
の
改
築
・
更
新

を
進
め
る
計
画
だ
。
実
施
計

画
の
事
業
期
間
は
�
年
度
か

ら
�
年
度
ま
で
の
５
年
間
で

計
画
し
て
お
り
、
今
後
県
に

計
画
を
申
請
す
る
予
定
と
し

て
い
る
。

計
画
的
な
改
築
更
新
へ

２６
年
度
に
実
施
計
画

長
寿
命
化
計
画
の
策
定
経

緯
に
つ
い
て
同
市
下
水
道
課

の
須
田
和
博
・
工
務
係
長
は

「
当
市
の
下
水
道
事
業
も
面

整
備
が
終
わ
り
、
建
設
か
ら

維
持
管
理
の
時
代
を
迎
え
ま

し
た
。
老
朽
化
施
設
が
増
加

し
て
い
ま
す
の
で
、
経
営
基

盤
を
確
保
し
な
が
ら
事
業
を

平
準
化
し
て
進
め
て
い
く
た

め
に
長
寿
命
化
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
な
か
で
も
標
準
耐
用
年

数
が
�
年
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ

た
な
ど
の
老
朽
化
が
目
立
ち

は
じ
め
て
い
た
こ
と
か
ら
、

マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
を
改
築
・

更
新
す
る
た
め
に
実
施
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
」
と
説
明

す
る
。

つ
づ
け
て
「
実
施
計
画
の

対
象
は
、
昭
和
	
、
�
年
代

に
民
間
事
業
者
な
ど
に
よ
っ

て
建
設
さ
れ
、
同
市
に
移
管

さ
れ
た
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た

と
、
設
置
か
ら
�
年
を
超
過

し
た
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
と

な
り
ま
す
」
と
紹
介
す
る
。

事
業
費
は
５
年
間
で
約
５
億

円
を
見
込
ん
で
い
る
。

実
施
計
画
の
策
定
に
際
し

て
は
、
調
査
を
実
施
し
、
マ

ン
ホ
ー
ル
ふ
た
の
状
況
を
確

認
し
た
。
須
田
係
長
は
「
８

団
地
内
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た

の
総
数
は
約
３
２
５
０
枚

で
、
そ
の
う
ち
道
路
舗
装
工

事
に
あ
わ
せ
て
老
朽
化
し
た

ふ
た
を
交
換
し
た
り
、
傷
み

が
激
し
く
取
り
替
え
た
も
の

を
除
く
と
、
更
新
対
象
の
ふ

た
は
約
２
２
５
０
枚
と
な
り

ま
す
。
こ
の
２
２
５
０
枚
の

ふ
た
を
５
年
間
で
す
べ
て
取

り
替
え
る
予
定
で
す
」
と
話

す
。改

築
・
更
新
す
る
マ
ン
ホ

ー
ル
ふ
た
の
優
先
順
位
に
つ

い
て
、工
務
係
の
林
武
夫
・
主

任
主
査
は
「
古
く
に
整
備
さ

れ
た
団
地
内
に
あ
る
マ
ン
ホ

ー
ル
ふ
た
か
ら
交
換
を
行
っ

て
い
き
ま
す
」と
説
明
す
る
。

更
新
す
る
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ

た
は
、
ロ
ッ
ク
付
き
の
勾
配

受
け
タ
イ
プ
で
、
大
雨
時
の

飛
散
防
止
が
図
れ
る
デ
ザ
イ

ン
ふ
た
を
採
用
し
て
い
る
。

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の

制
御
盤
を
更
新
対
象
に

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
に
つ

い
て
、
林
氏
は
「
市
内
に
１

０
７
基
あ
り
ま
す
が
、
調
査

を
行
い
、
重
要
度
な
ど
か
ら

�
基
を
抽
出
し
て
耐
用
年
数

を
超
過
し
た
�
基
を
改
築
・

更
新
対
象
と
し
ま
し
た
」
と

話
す
。

須
田
係
長
は
「
マ
ン
ホ
ー

ル
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
定
期
的
に
点
検
を
行

い
、
異
常
が
あ
っ
た
ポ
ン
プ

の
部
品
な
ど
は
適
宜
交
換
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
制

御
盤
な
ど
の
電
気
設
備
は
故

障
の
前
兆
が
わ
か
り
に
く

く
、
年
数
が
経
過
す
る
と
突

然
動
か
な
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
マ
ン
ホ
ー
ル

ポ
ン
プ
の
制
御
盤
を
下
水
道

長
寿
命
化
実
施
計
画
に
盛
り

込
み
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
予
防
保
全
的
に
改
築
・

更
新
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
、
故
障
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

の
発
生
を
最
小
限
に
抑
え
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
説
明
す
る
。

須
田
係
長
は
、
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
「
マ
ン
ホ

ー
ル
ふ
た
と
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ

ン
プ
の
改
築
・
更
新
が
終
わ

り
ま
し
た
ら
、
管
き
ょ
の
更

新
を
本
格
化
さ
せ
る
計
画
で

す
。
管
内
の
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ

調
査
の
結
果
か
ら
、
セ
ラ
ミ

ッ
ク
管
に
ク
ラ
ッ
ク
な
ど
も

確
認
し
て
お
り
、
計
画
的
に

事
業
を
行
い
、
的
確
な
維
持

管
理
を
し
て
い
き
ま
す
」
と

力
を
こ
め
る
。

デデーータタベベーースス化化しし更更新新へへ
開発で様々な付加価値が

円形カッター工法で受枠ごと交換

交換後のマンホールふた

神神

奈奈

川川

県県

鎌鎌

倉倉

市市

岐岐

阜阜

県県

可可

児児

市市

マンホールふたは、管路施設

や道路の一部として、重要な機

能を担う社会インフラである。

その機能を維持していくために

は、計画的な調査点検、改築・

更新が不可欠となっている。特

集では、マンホールふたの改築

・更新を進める自治体の取り組

み事例を紹介するほか、的確な

更新・改築に向けた国交省の施

策について同省下水道部の本田

専門官にインタビューした。

ふ
た
と
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
を
計
画
的
に
更
新

将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据ええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確なななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
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